
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生を迎える会 下黒瀬ウォークラリー 
５月２日（木）に「１年生を迎える会・下黒瀬ウォークラリー」を行いました。 

まず、体育館へ全校児童が集まり、５・６年生の企画委員会の児童が企画・運営をした「１年生を迎える

会」をしました。青空班（６年生をリーダーに、１～６年生の異学年で編成する縦割り班）で協力して、下黒

瀬小にまつわるクイズやジェスチャーゲームの答えを考えました。 

次に、「下黒瀬ウォークラリー」をしました。今年は校内６か所と校外３か所にポイントを設定し、それぞ

れのポイントでクイズ等に答えてスタンプを集めて進みました。各ポイントや校外での道中の安全見守り

は、保護者や地域のボランティアの方が担当してくださいました。リーダーをはじめ、上級生が下級生に気

を配りながら活動している姿がたくさん見られました。とても楽しいウォークラリーとなりました。ボランティ

アの皆様、ポイントとして協力いただいた徳正寺様、大変お世話になりありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東広島市立下黒瀬小学校 令和６年度学校だより 
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学校教育目標 かしこく やさしく たくましく ～社会に出て通じる力の育成～ 

めざす子ども像 ★進んで学び合う子ども   ★自分も人も大切にする子ども  

★何事も最後までねばり強くやり抜く子ども 
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授業参観・学級懇談会 
４月２０日（土）は今年度初めての授業参観・学級懇談会でした。たくさんの保護者の皆様にお越しい

ただき、ありがとうございました。子ども達は、新しい学年になり、張り切って学習していました。その後、校

長から学校経営についての説明、ＰＴＡ会長からＰＴＡ総会要項に係る議案について承認されたことの報

告をオンラインで行い、学級懇談会では、各学級の担任から今年度の学年目標や学級目標など１年間の

学級経営についてお話しました。今年１年間で「こんな子どもに育ってほしい」「こんな学級にしていきた

い」という願いや思いをお伝えできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校たんけん（１・２年生） 
４月２４日（水）に１年生と２年生で学校たんけんを行いました。２年生は、この日に向けて学校のいろ

いろな教室を紹介するポスターを作ったりクイズを考えたりしました。当日は１年生と一緒に学校をまわる

役目と各ポイントでクイズを出したりスタンプを押したりする役目に分かれ、上級生として１年生と仲良く

活動できました。１年生も、クイズに答えたりスタンプを押してもらったりして楽しく学校のことを知ることが

できました。 

 

 

 

 

 

【１年生】 

「ひらがなをかこう」 

 「い」を書き順や字形に気を付

けて書く練習をしました。 

【２年生】 

「風のゆうびんやさん」 

 音読発表会で、自分のお気に

入りの場面を発表しました。 

【３年生】 

「すいせんのらっぱ」 

登場人物のかえるの様子から

音読の工夫を考えました。 

【４年生】 

「かけざん」 

 ３ケタのかけ算の計算の仕方を

考えました。 

【５年生】 

「私たちの生活と食糧生産」 

 広告から身の回りの食材の生

産地を調べました。 

【６年生】 

「修学旅行説明会」 

 修学旅行のねらいや日程、準

備物について話を聞きました。 



学校運営協議会 
５月９日（木）に、学校運営協議会を開きました。委員の皆様には、授業参観で子ども達の様子を見てい

ただいた後、今年度の学校経営や学校評価について、承認いただいたりご意見ご助言をいただいたりしま

した。これから学校経営目標達成に向けて、具体的な方策に取り組んでいきます。学校評価につきまして

は、学校ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。 

 

地域の皆様 ～運動会について～ 
５月２５日（土）８時３０分～運動会を開催いたします。児童の動きを優先した会場づくりのため、今年度

も児童用テントのみ設置することといたしました。来賓席及び敬老席をご準備しませんこと、大変失礼かと

存じますが、何卒ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

リコーダー講習会（３年生） 
 ５月１０日（金）、リコーダー奏者の下原先生をお招きして、３年生がリコーダー 

講習会を受けました。いろいろな種類のリコーダーを紹介してくださったり、楽器 

を演奏する時に大切なことなどを教えてくださったりしました。子ども達は、初め 

て見る楽器や下原先生の奏でる素敵な音色に驚いたり聞き入ったりしていまし 

た。「演奏するときには姿勢が大切！」「息は優しく！」ということを教えていただ 

き、実際にリコーダーを吹いてみました。とても柔らかな優しい音が体育館に広 

がりました。下原先生にほめていただき、子ども達は、これからリコーダーでい 

ろいろな曲を演奏することが楽しみになった様子でした。 

 また、下原先生のお話の中で、大変興味深いお話があったのでご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの周りにいる大人の言動は、子どもに大きな影響を与えることを考えさせられるお話でした。学校

も家庭も環境を大切にしていきたいと思いました。 

本に親しもう 
今年も「たんぽぽのわたげ」の皆様による読み聞かせが始まりました。朝読書の時間に月に１回、低学

年・中学年・高学年の２学年ずつの教室に来てくださり、その季節や子ども達の興味に合わせておすすめ

の本を読んでくださいます。 

また、図書ボランティアの皆様は、月に１回「いこい図書館」の環境整備をしてくださっています。５月は

室内掲示板の模様替えをしてくださいました。 

おかげ様で、子ども達は楽しく本に親しむことができます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下原先生のお話から】 

リコーダーの名前の由来は、「鳥のさえずり」という意味です。鳥のさえずりの中で有名なのがウグイ

ス。普通ウグイスは「ホーホケキョ」と鳴きますが、それは親鳥の鳴き声を聞くことで真似て鳴くようになり

ます。だから、生まれたてのヒナにリコーダーの音を聞かせると、そっくりの声で鳴くようになるそうです。

人も同じです。乱暴な言葉が広がらないように、言葉づかいに気を付けましょう。 


